教育 by 岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター,
教 育
1. 1年次総合農業科学演習
前期 (専門基礎科目) ･必修 ･2単位




選択必修 (専門基礎科目) ･前期 ･2単位
履 修 者 :46名 (A班 :27名,B班 ニ19名)
担当教員 :吉野 他
回 月 日 実 習
A班 (班別実習 :ダイズ栽培)
1 4.16 オリエンテーション ･班分け
2 4.23 牧場概要 ･草地管理 (津高牧場)
3 4.30 キクの挿 し芽 ･定植
4 5.7 ムギ類の形態観察と交配操作
5 5.14 甘藷の定植
6 5.21 モモの摘果 ･袋かけ
7 5.28 和牛の飼育 ･管理 (津高牧場)
8 6.4 バレイショ･タマネギの収穫
9 6.11 ブ ドウのジベレリン処理
10 6.18 水稲移植と水田管理
11 6.25 ネギの定植
12 7.2 ブ ドウの摘粒 ･袋かけ
13 7.9 農用ロボットの構造と操作
14 7.16 果菜類の収穫






















し努力しても,作 目 ･栽培時期 ･天候の関係から,
難しい点が多い｡今後の課題である｡
B班では,19名の学生が家禽班を希望 し,2人1
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3.2年次農場実習Ⅰ
選択 (専門科目) ･後期 ･2単位
履 修 者 :16名
担当教員 :吉野 他
実 習 内 容
1 10.7 オリエンテーション
2 10.21 水稲収穫 ･収量調査
3 10.28 タマネギの定植,カキの収穫 ･脱渋
4 11.11 芋類の収穫 ･貯蔵
5 11.18 ムギ類の播種
6 11.25 キクの芽かき













選択 (専門科目) ･前期集中 ･1単位
履修者 :1名













･ブドウの収穫 ･調整 ･販売,モモの接ぎ木 せた｡
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5.3年次牧場実習
選択 (専門科目) ･前期集中 ･単位互換実
習 ･2単位

































































教育学部 3年次 ･選択 (専門科目) ･1単位











回 月 日 演 習 内 容 担当教官 備 考
?????????? ?
? ?
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8.3年次総合演習X
3年次 ･後期集中 ･選択 ･1単位
履 修 者 :21名
担当教員 :吉野 ･川口 (教育学部附
属養護学校)
実施場所 :岡山農場
教職単位として本年度より新規開講された｡現代
社会における養護教育の位置と必要性を理解し,そ
の実践に携わる際の心構えを体得することを目的と
する科目である｡
教育学部附属養護学校での見学 ･講義と,センタ
ーにおける養護学校 ･高等部 2年生に対する職場体
験学習を共にして,障害のある生徒の行動 ･反応 ･
個性を観察 ･対応 した｡
1.基礎理論と見学 (教育学部附属養護学校にて)
9月10日
(1) 障害のある生徒の教育課程と指導法
1)障害のある児童生徒の学校教育
2)知的障害養護学校の教育
･養護学校の概要 (児童生徒の実体,施設設
備)
･高等部の教育課程 (教育目標,教育内容,
指導の形態 他)
･高等部教育の実際 (領域 ･教科を合わせた
指導一作業学習他.領域 ･教科別の指導)
(2) 授業参観および施設見学
2.職場体験学習の指導 (センター岡山農場にて)
10月2日-4日
(1) 職場体験学習の目的
1)校外で働 く経験を通して学校と職場との違
いを理解させ,｢仕事｣に対する心構えを持
ち,前向きに取り組もうとする態度を養う｡
2)一つ一つの仕事を丁寧に最後までやり遂げ
させ,働くことの大切さや達成感を感じ取ら
せる｡
(2)職場体験学習-の参加
クロッピングシステム部門,装置化生産部門
(野菜 ･花き部および果樹部)の現場において,
養護学校教諭 ･農場技官の指導と助言のもと
で,生徒に上記目的を達成させるためにはどの
ように指導すればよいかを体得する｡
新規開講科目なので,企画や養護学校側との連絡
打ち合わせに苦労があった｡障害程度の高い生徒に
対して,受講生は大変よく世話をしたが,生徒達に
職場での仕事の厳しさを体験させる,という本来の
体験学習の趣旨からはやや問題であった｡
ただ,学生にとっては,このような強烈な体験は
初めてであり,好評であった｡
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